



























































































ターン : ゆっくり●浮 く●浮いている
クツ : 素早い ●速い
トン : 軽い ●弱い
トーン ゆっくり●軽い ●浮いている ●浮 く






























































分類 1 分類 2 分類 3
小 6 39 5 9
(-o )
I
(73. 6) (9.4) (17.0)
中 2 75 2




高 1 87 7 27
(% ) (71.9) (5. 8) (22. 3)
大 1 62 2 14
(-o ) (79. 5) (2. 6) (17. 9)
k 3 53 10 13
(-o) (69. 7) (13. 2) (17. 1)
教師 41 2 15
(% ) (70. 7) (3. 4) (25.9)
X 71.8 6. 0 22.2





小 6 39 5 9
(% ) (73.6) (9.4) (17.0)
中 2 31 35 49
(% ) (27.0) (30.4) (42.6)
高 1 47 25 49
(% ) (38.8) (20.7) (40.5)
大 1 37 14 27
17-
(% ) (47. 4) (18. 0) (34. 6)
大 3 30 17 29
(-o ) (39. 5) (22. 4) (38. 2)
教師 29 8 21
(-o ) (50. 0) (13. 8) (36. 2)
X (%) 40. 4 20. 7 38. 9






小 6 13 27 13
(% ) (24. 5) (51. 2) (24. 5)
中 2 28 37 50
(% ) (24. 3) (32. 2) (43. 5)
高 1 32 39 50
(% ) (26. 4) (32. 2) (41. 3)
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大 1 24 28 26
(% ) (30.8) (35. 9) (33.3)
大 3 28 30 18
(% ) (36. (39.5) (23.5)
教師 33 13 12
(% ) (56.9) (20.7) (20.7)
X 33.3 35.2 27.8











小 6 中 2 高 1 大 1 大 3 教師
1 軽い 軽い 軽い 軽い 軽い 軽い
(34.0) (42ー6) (47.1) (57.7) (47ー4) (34.5)
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2 速い 素早い 素早い 素早い 素早い 素早い















小 6 中 2 高 1 大 1 大 3 教師
1 速い 強い 強い 強い 強い 強い
(15.1) (ll.3) (18.2) (20.5) (21.1) (26.0)
2 強い 素早い 素早い 素早い 素早い 素早い
















小 6 中 2 高 1 大 1 大 3 教師
1 ゆっくり 強い 強い 強い 強い 強い






























































小 6 48 53
中 2 73 115
高 1 69 121
k l 55 78
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大 3 47 76



















小 6 中2 高 1 -A:i 大 3 教師
クル ツ 3 7 10 10 5 4
グルン 1 8 5 6 5 3
クルン 1 3 6 4 7 2
oQco
クル 0 9 3 1 2 1
クル リ 1 5 6 0 1 0
グルーン 1 1 2 2 1 3
ブルッ 2 0 1 2 2 0
クル リン 1 0 3 0 1 1






清 ●清 清 ●濁 清 ●半濁 濁 ●清 濁 ●濁 濁 ●半濁
小 6 12 5 1 6 2 1
中 2 31 6 3 4 15 3
高 1 17 7 3 5 10 3
大 1 10 10 1 6 10 1









小 6 13 (46. 4) 15 (53. 6)
中 2 21 (33. 9) 41 (66. 1)
高 1 19 (42. 2) 26 (57. 8)
大 1 26 (68.4) 12 (31. 6)
大 3 26 (74. 3) 9 (25. 7)
教 師 26 (81. 3) 6 (18. 7)
注・ ( )内の数字は割合を表す
促音で表されたものの割合は加齢的に大きくなる傾向がみられ,学生及び教
師では約70-80%が後半を促音で表していた.
促音は,素早い,速いなどにイメージされる音であるが,このことは,回転
の後半は小さく回るという,前方支持回転の運動構造と一致しており,大学生
や教師の方が,運動を表現する際に,より適切な擬音語・擬態語を用いていた.
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4.%的
運動を指導する際に使用される擬音語・擬態語をとりあげ,3種の想起条件
(2種は与えられた擬音語・擬態語から運動イメージを想起させる,1種はさ
きに運動イメージをあたえられ,それに対する擬音語・擬態語を想起させる)を
小・中・高校生・大学生・教師に与え,得られた回答から主として年齢差の面
から擬音語・擬態語と運動イメージとの関係を明らかにした.
(1)擬音語・擬態語を文字のみで表現した場合に想起される運動イメージは,
主として2-4種類の言葉によってあらわされた. また,各帰属集団(年齢差)
の運動イメージに大きな差異はみとめられなかった.
(2)異なる擬音語・擬態語で1つの運動場面を表現した場合に想起される運
動イメージには帰属集団間に差異かみとめられ,清音系一短音・促音-濁音系
一短音・促音-濁音系一長音・擦音の順に年齢に伴い運動をイメージするのが
困難になることが認められた.
しかし運動イメージとして認められたものの主
要なものには著しい差異はみられなかった.
(3)主要運動イメージの記述内容に差異がみられ,高校生以下では,力の強
弱や速度の虜速などを短的に述べているのに此して大学生以上では運動を具体
的な言葉で記述しており,運動構造の理解の差によるものと考えられた.
(4)1つの運動場面から運動イメージを表現する際,各帰属集団ともに非常
に多くの種類の擬音語・擬態語を想起しており,教師及び大学生の方が,より
運動構造を正確にとらえた擬音語・擬態語で表現していた.
(5)(2X3X4)における教師及び大学生と児童・生徒との差異は,運動経験
や指導経験による運動構造や運動感覚の把握の程度の差に起因するものと考え
られ,擬音語・擬態語に対する運動イメージに運動経験が大きく影響すること
が示唆された.
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資料(1)
左下にある言葉が持っていると思われるイメージと最も合うものを,右下の語
群から選び,線で結んで下さい. 同じものに何本結んでもかまいません.
タン
"7-
*-,
トン
トーン
ビョーン
ボン
ボーン
バッ
ピョン
mm
バー/
ダン
ダ、ソ
フワ-ン
ビョーン
ヒュ-ン
・浮いているような感じ
・強い感じ
・すばやい感じ
・弱い感じ
・ゆっくりした感じ
・きつい感じ
・浮くような感じ
・重い感じ
・軽い感じ
・やわらかい感じ
・速い感じ
・上記にある以外の感じ
(どのような感じですか)
(
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資料(2)
例を参考にして以下の質問に答えて下さい.
(例)次にあげる言葉で短距離走の腕のふりを表した場合,どのような腕のふり
がイメージされますか.
シュッシュ(楽に腕をはやくふる感じ
ビュッビュ(腕を前後に思いっきりふるような感じ
次にあげる言葉でハードルの踏み切り場面を表した場合,どのような踏み切り
がイメージされますか.
rf"*" ^-r
クッ(
バッ(
バーン(
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資料(3)
器械運動(鉄棒の腕立て前まわり)
鉄棒に上がってからの1回転を音で表して下さい.
三圭一雪子
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